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特 集

予算予算 方針方針とと

会会般般
計計

一一 歳 入歳 入

特別・企業会計特別・企業会計 予算額予算額 前年度比前年度比

国民健康保険国民健康保険 13 億 　300 万円13 億 　300 万円 1,200 万円増1,200 万円増
（0.9％増）（0.9％増）

後期高齢者後期高齢者
医療保険医療保険 １億 9,600 万円１億 9,600 万円 90 万円減90 万円減

（0.5％減）（0.5％減）

介護保険介護保険 11 億 9,330 万円11 億 9,330 万円 4,530 万円増4,530 万円増
（3.9％増）（3.9％増）

公営企業公営企業
水道事業水道事業 ４億 7,830 万円４億 7,830 万円 2,470 万円増2,470 万円増

（5.4％増）（5.4％増）
公営企業公営企業

下水道下水道事業事業 ５億 8,860 万円５億 8,860 万円 770 万円増770 万円増
（1.3％増）（1.3％増）

合　計合　計 37 億 5,920 万円37 億 5,920 万円 8,880 万円増8,880 万円増
（2.4％増）（2.4％増）

会会般般
計計

一一 歳 出歳 出

区　分区　分 令和２年度令和２年度 令和３年度令和３年度
（見込み）（見込み）

令和４年度
（見込み）

地地
方方
債債
残残
高高

一般会計一般会計 113 億 7,899 万円113 億 7,899 万円 114 億 4,003 万円114 億 4,003 万円 111 億　195 万円111 億　195 万円

水道事業水道事業 ８億 7,675 万円８億 7,675 万円 ８億 7,896 万円８億 7,896 万円 ９億 1,213 万円９億 1,213 万円

下水道事業下水道事業 ３億 8,540 万円３億 8,540 万円 ４億 1,022 万円４億 1,022 万円 ４億 4,970 万円４億 4,970 万円

地方債残高合計地方債残高合計 126 億 4,114 万円126 億 4,114 万円 127 億 2,921 万円127 億 2,921 万円 124 億 6,378 万円124 億 6,378 万円
債務負担行為残高債務負担行為残高

（翌年度以降支出額）（翌年度以降支出額） ３億 4,075 万円３億 4,075 万円 ５億 2,900 万円５億 2,900 万円 ３億 9,614 万円３億 9,614 万円

債務残高合計債務残高合計 129 億 8,189 万円129 億 8,189 万円 132 億 5,821 万円132 億 5,821 万円 128 億 5,992 万円128 億 5,992 万円

債務残高の状況債務残高の状況

区　分区　分 令和２年度令和２年度 令和３年度令和３年度
（見込み）（見込み）

令和４年度
（見込み）

基金残高合計基金残高合計 40 億 1,676 万円40 億 1,676 万円 38 億 6,080 万円38 億 6,080 万円 31 億 4,773 万円31 億 4,773 万円
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町税  (15.3%)町税  (15.3%)
13 億 2,374 万円13 億 2,374 万円 分担金及び負担金分担金及び負担金

(1.4%)(1.4%)
１億 2,016 万円１億 2,016 万円

自主財源自主財源

依存財源依存財源

34.4%34.4%

65.6%65.6%

使用料及び手数料使用料及び手数料
３億３億9,5769,576万円 (4.6%)万円 (4.6%)

繰入金  (7.9%)繰入金  (7.9%)
６億 7,800 万円６億 7,800 万円

その他 (0.5%)その他 (0.5%)
4,716 万円4,716 万円地方交付税  地方交付税  

(36.9%)(36.9%)
31 億 8,000 万円31 億 8,000 万円

国庫支出金国庫支出金
  (9.0%)  (9.0%)

７億 7,482 万円７億 7,482 万円

道支出金  道支出金  
(5.0%)(5.0%)

４億 3,437 万円４億 3,437 万円

町債  (9.1%)町債  (9.1%)
７億 8,170 万円７億 8,170 万円

諸収入  (1.2%)諸収入  (1.2%)
１億 157 万円１億 157 万円

寄附金  (3.5%)寄附金  (3.5%)
３億円３億円

その他その他
（地方譲与税・交付金等）（地方譲与税・交付金等）
(5.6%) ４億 8,772 万円(5.6%) ４億 8,772 万円

　　　　令和４年度の予算が決まりました。一般会計の総額は８６令和４年度の予算が決まりました。一般会計の総額は８６

億２，５００万円、前年比６億１，７００万円（７．７％）の増加です。億２，５００万円、前年比６億１，７００万円（７．７％）の増加です。

　　　　皆さまの税金などで支えられているまちの財源を、どのように皆さまの税金などで支えられているまちの財源を、どのように

使い、まちづくりに取り組むのかを、主な事業概要とともにお知使い、まちづくりに取り組むのかを、主な事業概要とともにお知

らせします。らせします。

■お問い合わせ先　総務課財政係（■お問い合わせ先　総務課財政係（☎☎６２６２－－２１１１）２１１１）

議会費 (1.0%)議会費 (1.0%)
8,416 万円8,416 万円

総務費  (11.3%)総務費  (11.3%)
９億 7,113 万円９億 7,113 万円

民生費  (17.5%)民生費  (17.5%)
15 億 942 万円15 億 942 万円

衛生費  (10.4%)衛生費  (10.4%)
８億 9,453 万円８億 9,453 万円

労働費 (0.1%)労働費 (0.1%)
1,055 万円1,055 万円

農林業費農林業費
(13.3%)(13.3%)

11 億 5,069 万円11 億 5,069 万円

商工費 (2.6%)商工費 (2.6%)
２億 2,546 万円２億 2,546 万円

土木費土木費
(14.6%)(14.6%)

12 億 5,927 万円12 億 5,927 万円

消防費  (3.7%)消防費  (3.7%)
３億 2,312 万円３億 2,312 万円

教育費  (10.0%)教育費  (10.0%)
８億 6,177 万円８億 6,177 万円

公債費  (13.3%)公債費  (13.3%)
11 億 4,561 万円11 億 4,561 万円

その他  (2.2%)その他  (2.2%)
１億 8,929 万円１億 8,929 万円

令和４年度まちづくりの令和４年度まちづくりの

歳入歳入
８６億８６億

２， ５００万円２， ５００万円

歳出歳出
８６億８６億

２，５００万円２，５００万円
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 　  令和４年度当初予算（前年度比）

 一般会計　８６億２，５００万円

　　 　　        
 （７．７％増 　　６億１，７００ 万円増）

 特別会計・公営企業会計　 

　　　　　　　　　　 ３７億 ５，９２０万円

 　　　　　　　　　　
　 （２．４％増   ８，８８０万 円増）

 合　　計　  　１２３億８，４２０万円

            
  （６．０％増 　７億 ５８０ 万円増）

基金残高の状況基金残高の状況
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令  和４年度一般会計当初予算の町民一人あたりに使われる金額

は次のとおりです。

　　　　※総額８６億２，５００万円を令和４年２月末の人口９，１２４人で

　　　　　　計算しています。

特に民生費（高齢者や障がい者・福祉・子育て支援）や、土

木費（道路・公営住宅・除雪）、農林業費（農林業の振興）、

総務費（行政運営の経費・コミュニティ活動）などの構成比が大き

くなっています。

町民１人あたりの予算（一般会計）は？町民１人あたりの予算（一般会計）は？

総　務　費総　務　費 民　生　費民　生　費 衛　生　費衛　生　費

労　働　費労　働　費 農 林 業 費農 林 業 費 商　工　費商　工　費 土　木　費土　木　費

消　防　費消　防　費 教　育　費教　育　費 公　債　費公　債　費 そ　の　他そ　の　他

１０６，４３６１０６，４３６円円 １６５，４３４１６５，４３４円円 ９８，０４２９８，０４２円円

１，１５６１，１５６ 円円 １２６，１１７１２６，１１７円円 ２４，７１０２４，７１０円円 １３８，０１７１３８，０１７円円

３５，４１５３５，４１５ 円円 ２０，７４７２０，７４７円円１２５，５６０１２５，５６０円円９４，４５１９４，４５１円円

　　これまで施設整備資これまで施設整備資
金として借り入れたお金として借り入れたお
金の返済のために金の返済のために

　　将来の負担に備えた将来の負担に備えた
基金へ基金への積み立てや、の積み立てや、
役場運営役場運営
に必要なに必要な
経費のた経費のた
めにめに

　　行政を運営するた行政を運営するた
めの事務経費、財産めの事務経費、財産
管理、税務管理、税務
事務やコミ事務やコミ
ュニティ活ュニティ活
動などのた動などのた
めにめに

　　予防接種や健診助予防接種や健診助
成などの健康増進事成などの健康増進事
業や、ご業や、ご
み処理なみ処理な
どの環境どの環境
対策のた対策のた
めにめに

　　安定した雇用の確安定した雇用の確
保や勤労者保や勤労者
の福祉増進の福祉増進
など就労対など就労対
策のために策のために

　　農林業の振興、農農林業の振興、農
地保全、地保全、
循環型農循環型農
業の推進業の推進
などのたなどのた
めにめに

　　商工業の発展や観光商工業の発展や観光
振興、中小企業支援や振興、中小企業支援や
地域活性地域活性
化商品券化商品券
事業など事業など
のためにのために

　　道路、河川や橋、公道路、河川や橋、公
営住宅、公園などの営住宅、公園などの
整備及び整備及び
維持管理、維持管理、
除雪対策除雪対策
のためにのために

　　消防活動や救急活消防活動や救急活
動、消防施動、消防施
設の整備や設の整備や
維持管理な維持管理な
どのためにどのために

　　小中学校の管理運営小中学校の管理運営
や施設整備、文化・スや施設整備、文化・ス
ポーツ、生ポーツ、生
涯学習の推涯学習の推
進などのた進などのた
めにめに

　　高齢者、障がい者高齢者、障がい者
などの福祉の増進や、などの福祉の増進や、
保育所にか保育所にか
かる経費なかる経費な
ど子育て支ど子育て支
援のために援のために

町民１人あたりの予算町民１人あたりの予算

945,309945,309 円円

集 令和４年度まちづくりの令和４年度まちづくりの 予算予算 方針方針とと
特

［令和４年度 主な事業概要］［令和４年度 主な事業概要］

　本町に住民票を有している新婚世帯に対し、住宅取
得や賃貸費用、引越し費用に加え、
今年度からは住宅リフォーム費用
の助成についても拡充して、30万
円を上限に助成します。（ただし、
年齢・所得制限があります）　

議　会　費議　会　費

９，２２４９，２２４ 円円

　　議会運営、議会の議会運営、議会の
活性化の活性化の
ためにために

（町民１人あたりに使われる金額）（町民１人あたりに使われる金額） （町民 1 人あたりに使われる金額）（町民 1 人あたりに使われる金額） （町民 1 人あたりに使われる金額）（町民 1 人あたりに使われる金額） （町民 1 人あたりに使われる金額）（町民 1 人あたりに使われる金額）

（町民 1 人あたりに使われる金額）（町民 1 人あたりに使われる金額） （町民 1 人あたりに使われる金額）（町民 1 人あたりに使われる金額） （町民 1 人あたりに使われる金額）（町民 1 人あたりに使われる金額） （町民 1 人あたりに使われる金額）（町民 1 人あたりに使われる金額）

（町民 1 人あたりに使われる金額）（町民 1 人あたりに使われる金額）（町民 1 人あたりに使われる金額）（町民 1 人あたりに使われる金額）（町民 1 人あたりに使われる金額）（町民 1 人あたりに使われる金額）（町民 1 人あたりに使われる金額）（町民 1 人あたりに使われる金額）

予算額 １，４８４１，４８４万円万円

問 企画課企画統計係 ☎ 62-2114

　本町への移住・定住促進のため、各種助成を実施します。
■移住者賃貸住宅家賃奨励金交付事業
　町内賃貸住宅への移住者（単身者・公務員等を除く）
に対し家賃の一部を最大２年間助成します。
　・予算額　355 万円
■しみずマイホーム取得奨励金交付事業
　マイホームの新築・中古住宅の購入に対し助成します。
今まで子育て世帯・移住者が対象だったものを、今年度
から町内在住の全ての世帯に対象を拡充します。
　・予算額　2,260 万円
■清水町住宅リフォーム・太陽光発電システム導入奨励
　金交付事業
　町内業者の施工による住宅リフォーム及び太陽光発電シ
ステム導入（町外業者施工可）経費に対し助成（ハーモニー
商品券交付）します。
　・予算額　500万円
■定住促進賃貸住宅補助金交付事業
　町内に２LDK以上の世帯向け賃貸
住宅を建設・改修する町内事業者に
費用を一部助成します。
　・予算額　1,100 万円

予算額 ４，２１５４，２１５万円万円
予算額 １，０００１，０００万円万円

　脱炭素社会構築を目指して、本町における二酸化炭
素排出の現状と地域再生エネルギーの導入状況を把握
するとともに、 地域再生エ
ネルギーの可能性を整理し、
2050年ゼロカーボンの達成に
向けた戦略を策定します。 

             

■地域再エネ導入戦略策定事業

　コミュニティバス及び清水帯広線バスの運行助成
と、移動手段のない交通弱者を支援するため、「買
い物・銀行バス」を試行運行します。
■コミュニティバス・清水帯広線
　バス・買い物銀行バス運行事業等
  ・予算額　1,034 万円
■コミュニティバス車両更新事業
  ・予算額　450 万円

[ 総務費 ]

予算額 １８０１８０万円万円

■結婚新生活支援補助事業

[ 総務費 ]

問 企画課企画統計係 ☎ 62-2114
問 商工観光課移住定住促進係 ☎ 62-1156

[ 総務費 ]

■地域公共交通確保事業

■各種移住定住促進奨励金　　
　　事業及び補助事業

[ 総務費 ]

問 企画課企画統計係 ☎ 62-2114

　町内移住者同士の相互交流を
はじめ、移住希望者の受け入れ、
住宅相談、雇用対策等の窓口を
統合して対応します。　

予算額 １４８１４８万円万円

■十勝しみず移住促進協議会
　　補助事業

[ 総務費 ]

問 商工観光課移住定住促進係 ☎ 62-1156

新新規規

拡拡充充

拡拡充充

新新規規

↑「ミライに繋ぐ ゼロカーボン↑「ミライに繋ぐ ゼロカーボン
とかち清水 宣言」のロゴマークとかち清水 宣言」のロゴマーク
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　本町の開拓に関わった渋沢栄
一翁の生誕の地である埼玉県深
谷市及び終焉の地である東京都
北区への町民ツアー視察研修（20
人程度）を実施します。

　移住希望者や旅行者等の関係人口
の増加を図るため、町内の空き家・
空き店舗を活用した民泊サイトへの
登録者にサイト利用料を助成します。      

　早目健診、後期高齢者健診及び国保加入者の
特定健康診査を全額助成し、病気の早期発見と
受診率向上を目指します。
■若年者（早目）健康診査（衛生費）
　・予算額　85 万円
■後期高齢者健康診査（衛生費）
　・予算額　145 万円

予算額 ５４５４ 万円万円

■簡易宿泊・民泊サイト等
　　利用手数料給付事業

[ 総務費 ]

問 商工観光課移住定住促進係 ☎ 62-1156

予算額 １５０１５０万円万円

■まちづくり町民ツアー事業

[ 総務費 ]

　マイナンバーカードを利用し、子育てや介護の
手続きをオンラインで行えるようにします。

予算額１，１４４１，１４４万円万円

■行政手続オンライン化対応事業

[ 総務費 ]

問 総務課行政管理係 ☎ 62-2111

　eLTAX（エルタックス）を利用して、固定資産
税と軽自動車税種別割の納税手続きを、インター
ネット等を利用して軽自動車の手続き（検査申請・
税申告等）を令和５年から行えるようにします。

予算額 ５１９５１９ 万円万円

■税務手続電子化推進事業

[ 総務費 ]

問 税務課町民税係 ☎ 62-1152

　子どもたちが安心して医
療機関を受診できるよう、
18 歳までの子どもにかかる
医療費自己負担分（入・通
院）の全額を助成します。

２，０００２，０００万円万円

■子ども医療費無料化事業

[ 民生費 ]

問 町民生活課保険係 ☎ 62-1151

問 企画課企画統計係 ☎ 62-2114

　お子様の健やかな成長と、子育てを応援するため、
出産祝金を支給します。
　第１子には 10 万円、第
２子には 30 万円、第３子
以降には 50 万円をお渡し
いたします。

予算額 １，４０５１，４０５万円万円

■出産祝金支給事業

[ 民生費 ]

問 子育て支援課児童保育係 ☎ 69-2226

　令和５年度に、しみず保育所と清水幼稚園を統合
し、認定こども園としての運営を進めるにあたり、
保育 ICTシステムを導入し、質の高い保育・幼児教
育の提供を目指していき
ます。
　子どもの健康管理や成
長発達等の情報共有がし
やすくなることで家庭と
の連携を深めていきます。

予算額 ３６６３６６ 万円万円

■保育業務管理システム導入事業

[ 民生費 ]

問 子育て支援課児童保育係 ☎ 69-2226

　令和元年にごみの受入れを終了した最終処分場
の閉鎖に向けて、調査及び手続きを進めます。

予算額 ３８７３８７ 万円万円

■清掃センター最終処分場
　　廃止事業

[ 衛生費 ]

問 町民生活課生活環境係 ☎ 67-7555

■特定健康診査等無料化事業

予算額 ９８９９８９万円万円 [ 衛生費 ]

[ 国民健康保険特別会計 ]

予算額

問 保健福祉課健康推進係 ☎ 67-7320

■国保加入者特定健康診査
　（国民健康保険特別会計）
    ・予算額　759 万円

　デントコーンの品
質向上を目的とした
取り組みに対して助
成します。

予算額 ２２５２２５万円万円

■自給飼料品質向上対策
　　助成事業

[ 農林業費 ]

問 農林課畜産係 ☎ 62-2112

　スマート農業の更なる普及促進のため、生産者
への指導・相談業務等を担えるスマート農業支援
員を設置します。ＧＰＳやドローンによる労働力の
軽減、バイオマス消化液利活
用による化学肥料の削減など、
先進技術の導入による農作業
や農業生産の効率化に取り組
みます。

予算額 ４５７４５７万円万円

■スマート農業支援事業

[ 農林業費 ]

問 農林課農政係 ☎ 62-2112

　町内の畑作振興のため、農業者等へ各種支援を行い
ます。
■野菜振興・防疫対策　　　　　予算額　115 万円
■にんにく生産対策　　　　　　予算額　294 万円
■堆肥ペレット利用促進対策　　予算額　400 万円
■てん菜増産対策　　　　　　　予算額　108 万円
■てん菜ストックポイント整備対策  予算額　249 万円
■土壌病害虫対策              予算額　460 万円
■てん菜施設機械整備対策      予算額　100 万円

予算額 １，７２６１，７２６万円万円

■畑作総合振興事業

[ 農林業費 ]

問 農林課農政係 ☎ 62-2112

　農業者が共同で利用する乳用育
成牛の預託施設等の整備補助とし
て固定資産税相当額の２分の１を
助成（３カ年）します。

予算額 ５７４５７４万円万円

■乳用育成牛共同預託施設等
　　整備補助事業

[ 農林業費 ]

問 農林課畜産係 ☎ 62-2112

新新規規

新新規規

新新規規

新新規規

新新規規

新新規規

新新規規

新新規規
新新規規

拡拡充充

集 令和４年度まちづくりの令和４年度まちづくりの 予算予算 方針方針とと
特
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　スポーツ少年団指導者活動報
償の交付や、野球教室の開催へ
の支援等のほか、今年度からス
ポーツ少年団指導者資格取得費
用の助成も行います。　　

予算額 １１９１１９万円万円

　子育てに伴う経済的な負担
軽減を図るため、小・中学生
のスキー授業経費の助成及び
修学旅行費用の全額助成を行
います。

問 学校教育課学校教育係 ☎ 62-5138

予算額 ９１３９１３万円万円

■教育費保護者負担軽減事業

[ 教育費 ]

　町内に在住し、新たに高校
に入学するお子さんの保護者に
対して、学習用タブレット端
末の購入等の経費（1人あたり
30,000円）を助成します。

問 学校教育課学校教育係 ☎ 62-5138

予算額 １９５１９５万円万円

■高校生タブレット等購入
   支援事業

[ 教育費 ]

　経済的理由等により修学が困難な学生に学資を
無利子でお貸しします。
　新入学生には、入学前（年度前）に入学金・修
学金を貸付します。
　償還期間は卒業後 10 年
間ですが、町民となり、
５年以上就業（職業・勤
務地は不問）し、その後
も就業する意思のある人
は償還が免除されます。

予算額 ２，７０６２，７０６万円万円

■奨学金貸付金事業

[ 教育費 ]

学校教育課学校教育係 ☎ 62-5138問

　町道の舗装改良などの整備を行います。
■町道わだち掘等舗装補修事業
　（御影１丁目道路、下佐幌西１線南道路）
　・予算額　2,796 万円
■町道凍害防止事業（人舞 17 号西道路）
　・予算額　1,463 万円
■町道舗装整備事業（下佐幌基線北道路）
　・予算額　6,000 万円
■町道改良舗装整備事業
　（西清水北１条仲道路・御影西２条仲道路）
　・予算額　1億 301 万円

■町道整備事業

予算額 ５６０５６０万円万円 [ 土木費 ]２２億億

問 建設課土木係 ☎ 62-2113

　共栄橋修繕工事及び里宮橋
修繕工事のほか、町内 105 橋
の橋梁定期点検を実施します。

問 建設課土木係 ☎ 62-2113

■橋梁長寿命化修繕事業

予算額 ６８３６８３万円万円 [ 土木費 ]３３億億

　将来、都市計画を定める際の総合的な指針となるマ
スタープランを策定します。
　社会・経済情勢の変化で
生じた課題に即した用途地
域の見直しを進めます。

問 建設課住宅都市係 ☎ 62-2113

■都市計画マスタープラン
   策定事業

予算額 ５１５５１５万円万円 [ 土木費 ]

　老朽化が進んでいる御影地区の町営住宅につい
て、高齢者や障がい者、子育て世帯に対応したユ
ニバーサルデザインの住宅
整備を進めます。
　今年度は、御影西都団地
（２棟４戸）の建設工事及び
外構工事等を実施します。

問 建設課住宅都市係 ☎ 62-2113

■町営住宅建設事業

予算額 １，２８７１，２８７万円万円 [ 土木費 ]１１億億

　清水高校の振興を図るため、インターネット授業
や資格検定など進路対策支援、御影地区から通学す
る生徒の通学費の補助等のほか、広報活動として学
校動画の作製等を行います。
　今年度から、清水高校に
入学する生徒へ学習用タブ
レット等端末購入費の経費
（1人あたり 30,000円）を
助成します。

予算額 ９４３９４３万円万円

■清水高校振興会助成事業

[ 教育費 ]

問 学校教育課学校教育係 ☎ 62-5138問 社会教育課スポーツ係 ☎ 62-5115

■少年スポーツ奨励事業

[ 教育費 ]

　新規起業に伴う費用や雇用に対して助成しま
す。また、現在営業している店舗の改修費用も助
成対象となります。
・店舗及び土地取得　1/2 補助
・賃貸店舗等家賃　7/10 補助
・既存店舗等改修　1/2 補助
・雇用助成（町内居住者）　１人につき年間50万円
　※いずれの助成にも上限額があります。

予算額 ４４０４４０万円万円

■清水町起業等
　　スタートアップ支援事業

[ 商工費 ]

問 商工観光課商工観光係 ☎ 62-1156

　観光振興のため、観光協会に補助金を交付しま
す。今年度から、渋沢栄一
翁の縁を生かして、東京商
工会議所及び東京都北区等
で物産販売を軸とした経済
交流を実施します。

予算額 ４８２４８２万円万円

■観光振興事業（観光協会補助金）

[ 商工費 ]

問 商工観光課商工観光係 ☎ 62-1156

　牛乳の消費拡大を推進す
るため、町内イベント等で
の牛乳の無償提供や、消費
拡大運動を例年よりも拡充
して実施します。

予算額 ２００２００ 万円万円

■牛乳消費拡大推進事業

[ 農林業費 ]

問 農林課畜産係 ☎ 62-2112

拡拡充充

拡拡充充

拡拡充充

拡拡充充

新新規規

新新規規

新新規規
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事     業 予　算

新聞広告 149 万円

懸垂幕  35 万円

シンポジウム 100 万円

フォトコンテスト  30 万円

　　　　　このほかにも
　　　　　このほかにも

開町１２０年に関連する
開町１２０年に関連する

事業が開催される予定です
事業が開催される予定です

ので、皆様に随時お知らせ
ので、皆様に随時お知らせ

いたします！いたします！

新型
コロナウイルス

対策予算

知り
　たい！開町１２０年

記念事業

pick
 ★ up

予算
みんなで開町１２０年を祝おう！ みんなで開町１２０年を祝おう！ 
清水町は今年『開町 120 年』を迎えます。
令和４年度に下記の事業を実施する予定です。
まちぐるみで開町120年をお祝いしましょう！

あらためて町の歩みを知ろう！

懐かしの清水町展

　昔の町並みや出来事などの
懐かしい写真を清水・御影地
区で展示。会場では開町 70
年時に作製した映画『豊かな
る清水』の上映も行います。

予算額 ８２８２万円万円 [ 教育費 ]

問 社会教育課社会教育係 ☎ 62-5115

   開町１２０年記念事業

　開町 120 年をお祝いする機運を高めるため、
新聞広告への掲載や懸垂幕の設置、開町記念日
にあわせて「シンポジウム」を開催します。
　また、本町の更なる魅力を発掘する「フォト
コンテスト」も実施。応募された作品は令和４
年度中に作製予定の町勢要覧等に使用します。

予算額 ３１４３１４万円万円 [ 総務費 ]

問 企画課企画統計係 ☎ 62-2114

フォトコンテストやシンポジウムなどを開催！

　例年、町民団体が行う事業に支援を行って
いる同補助金に対し、令和４年度に限り 120
年記念事業を実施する場合には、更に上限 50
万円まで加算します。

まちづくり事業補助金

120年記念事業を実施する町民団体を支援！

予算額 ２８２２８２万円万円 [ 総務費 ]

問 企画課企画統計係 ☎ 62-2114

町民提案型

予算額 ２，３９０２，３９０万円万円

　　新型コロナウイルスワクチン
　　接種事業

[ 衛生費 ]

予算額 ９００９００万円万円

　　福祉医療施設等感染症
　　拡大防止支援事業

[ 衛生費 ]

予算額 ８，３２０８，３２０ 万円万円

　  　地域活性化商品券事業

［商工費 ]

予算額 ３，７４３３，７４３万円万円

　中小企業への各種支援事業　

[ 商工費 ]

■中小企業近代化資金貸付事業
　（新型コロナウイルス貸付特例分）

　・予算額　2,908 万円

■中小企業特別利子等補助事業
　コロナ禍で業績が悪化した中小企業者が金融
機関等から融資を受けた制度資金に対する保証
料と利子を補助します。
　・予算額　10 万円

■小規模事業者持続的発展支援事業
　新型コロナウイルス予防対策のための設備投
資や販路開拓を目的とする国の持続化補助金の
自己負担分の一部を助成します。
　・予算額　108 万円

■中小企業等事業再構築促進事業
　新分野展開や業態転換等の取組みを通じた規
模拡大を目的とする国の再構築促進事業補助金
の自己負担分の一部を助成します。
　・予算額　117 万円

■中小企業者等影響緩和特別支援事業
　コロナ禍の影響で売上が特に減少した中小企
業者に対し支援します。（ただし国・道の支援
制度が無い場合に限ります）
　・予算額　600 万円

・６月販売（予定）　プレミアム率30％　13,000 組
・10月販売（予定）　プレミアム率20％　13,000 組
・２月販売（予定）　プレミアム率20％　 7,000 組
※２月販売分はハーモニーカード普及対策を含む

　町民の生活支援と地域の
消費購買力を伸ばすためプ
レミアム付き商品券の発行
を支援します。

問 商工観光課課商工観光係 ☎ 62-1156

問 商工観光課課商工観光係 ☎ 62-1156

　新型コロナウイルスワク
チンの接種について、町民
が安心して接種できるよう
進めていきます。

　町内の福祉・介護・医療施設
に対し、新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため、施設の消
毒や検査等に要する費用を今年
度は２倍に拡充し支援します。

問 保健福祉課健康推進係 ☎ 67-7320

予算額 １７２１７２万円万円

　感染症対策用物品確保事業

[ 衛生費 ]

　町有施設用に新型コロ
ナウイルス対策用のマス
ク、消毒用アルコール等
の衛生用品を購入します。

問 保健福祉課健康推進係 ☎ 67-7320

問 保健福祉課健康推進係 ☎ 67-7320

　新型コロナウイルス
感染症対策として、ワ
クチン接種をはじめ各
種事業を実施します。

第九演奏会

気持ちをひとつに第九を声高らかに！

　1980 年以降現在まで８回
開催してきた第九演奏会。開
町 120 年を記念して「第九の
まち十勝清水」を町内外に広
く発信します。

予算額 ３１６３１６万円万円 [ 教育費 ]

問 社会教育課社会教育係 ☎ 62-5115

拡拡充充

集 令和４年度まちづくりの令和４年度まちづくりの 予算予算 方針方針とと
特
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演
奏
会
の

開
催
を
目
標
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

開
催
を
目
標
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

  開催回数を重ねるごとに参加者の上手になりたいと

いう熱意を感じているという堀江さん。「今後、演奏

会を目標に、吹奏楽団として本格的にスタートさせる

ことをわくわくしています。町内外を問わず、深く吹

奏楽を楽しみたいという方、参加をお待ちしています。

ぜひご連絡をください！」と話していました。

　昨年から吹奏楽を始めたという藤田さんはトロン

ボーン奏者。小学生まで清水ジュニアブラスバンドで

活動、中学校でも吹奏楽部に入部する予定だそうです。

「この企画に参加してとても勉強になるし楽しい。また

年齢に関係なく音楽での知り合いが出来てうれしいで

す。これからも参加していきたい。」と話されました。 

　昨年からスタートした「合唱ワークショップ」「しみ

ずＢＲＡＳＳ」の企画。その活動の様子を参加者など

のインタビューを交えながら紹介します！ 

　今後、教育委員会では合唱サークルと吹奏今後、教育委員会では合唱サークルと吹奏

楽団の団体を立ち上げる予定です！楽団の団体を立ち上げる予定です！

　興味ある方はぜひお問い合わせください。　興味ある方はぜひお問い合わせください。

【【お問い合わせ】お問い合わせ】
教育委員会社会教育課　教育委員会社会教育課　☎☎ 0156-62-51150156-62-5115
  

  清水町出身の延与さん。その縁もあって講師として

招かれ、参加者が自然体で歌えるよう発声のしかたな

どを指導されました。「一番の基本は楽しく歌うこと。

いい声が出ると気持ちがよくなります。自分の思いを

声にのせて遠くへ歌う、そんなイメージで歌っていた

だけたらと思います。」と話されていました。 

  「音楽が大好き！」という璃衣彩さんと一緒に参加し

たという母親の真弥さん。お二人とも「合唱のレッス

ンは初めて。最初は緊張して、音程を間違えないよう

にすることで必死でした。でも講師のおかげで上手に

なっていくことがわかると、歌うことがだんだん楽し

くなりました。」と笑顔で話してくれました。 

　　  　　  参加者の参加者の
　　　　　　　　　　　声 　声 ♬♬

指導者
 から♪

皆様の参加を皆様の参加を お待ちしています！お待ちしています！

  第九のまち十勝清水から発信第九のまち十勝清水から発信

合唱合唱
ワークショップワークショップ

しみずしみず
　　ＢＲＡＳＳ　　ＢＲＡＳＳ

歌うことの楽しさを歌うことの楽しさを
あらためて実感！あらためて実感！

ブランクがあってもブランクがあっても
演奏することは演奏することは
やっぱり楽しい！やっぱり楽しい！

佐藤 真
ま や

弥 さん

        璃
り い あ

衣彩 さん
　       （御影小４年 )

延与 幸恵 さん

声楽家

「親子で楽しみながら
 　　 合唱を体験！」 

藤田 そら さん
 

　（清水中１年 )

地域おこし協力隊
堀江 龍太郎 さん

「一番の基本は
　 楽しく歌うこと」 

「勉強にもなるし、
 音楽の知り合いが
 増えて楽しいです!」

　　  　　  参加者の参加者の
　　　　　　　　　　　声 　声 ♬♬「より深く吹奏楽を楽  

 しんでみませんか？」 

指導者
 から♪

【令和３年12月撮影】【令和３年 12月撮影】 【令和４年１月撮影】【令和４年１月撮影】
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い
く
つ
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
活
し
続
け
る
こ
と
を
望
ん

で
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
で
の
生
活
を
続
け
る
た
め
に

は
、
４
つ
の
「
助
（
自
助
・
互
助
・

共
助
・
公
助
）」
の
連
携
に
よ
っ
て

解
決
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
自
助
】（
個
人
）
と
は
】

【
自
助
】（
個
人
）
と
は
】

　
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
。
自

分
の
力
で
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

す
た
め
に
、
自
ら
の
健
康
に
注
意
を

払
い
介
護
予
防
運
動
に
取
り
組
ん
だ

り
、
健
康
維
持
の
た
め
に
検
診
を
受

け
た
り
、
必
要
時
に
受
診
す
る
と

い
っ
た
、
自
発
的
に
自
身
の
生
活
課

題
を
解
決
す
る
力
で
す
。

【
互
助
（
近
隣
）
と
は
】

【
互
助
（
近
隣
）
と
は
】

　
家
族
や
友
人
、
サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ

ブ
の
仲
間
な
ど
、
個
人
的
な
関
係
性

を
持
つ
人
同
士
が
助
け
合
い
、
そ
れ

ぞ
れ
が
抱
え
る
生
活
課
題
を
お
互
い

が
解
決
し
合
う
力
で
す
。

【
共
助
（
保
険
）
と
は
】

【
共
助
（
保
険
）
と
は
】

　
制
度
化
さ
れ
た
相
互
扶
助
の
こ
と

で
、
医
療
・
年
金
・
介
護
保
険
・
社

会
保
障
制
度
な
ど
被
保
険
者
に
よ
る

相
互
の
負
担
で
成
り
立
つ
も
の
で
す
。

【
公
助
（
行
政
）
と
は
】

【
公
助
（
行
政
）
と
は
】

　
自
助
・
互
助
・
共
助
で
は
対
応
で

き
な
い
こ
と
に
対
し
て
最
終
的
に
必

４つの「助」で支え合う地域づくり４つの「助」で支え合う地域づくり福祉福祉のの

          ひ
ろばひろば

「ＨＥＬＬＯ ＢＡＢＹ」は、６か月から２歳く
らいの赤ちゃんを掲載しています。希望され
る方は広報広聴係までお気軽にどうぞ。
写真はメールでも受け付けています！
mail:koho1@town.shimizu.hokkaido.jp

  我が家のアイドル「よーぺい」です！

乾　
川　

 

陽　

平
ち
ゃ
ん

いっぱい食べて大きくなってね♪ 　　　
　　　　　

澁　
谷 　
陸　
功 

ち
ゃ
ん

よ 

う 

へ 

い

り
　
　
　
く
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清
水
町
は
教
育
の
分
野
に
お
い
て
先
進

的
な
地
域
で
す
。
そ
れ
は
明
治
42
年
８
月

山
田
範は

ん
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
に
よ
っ
て
設
置
運
営
さ
れ
た

『
北ほ

く
せ
い
え
ん

星
園
』
の
活
動
に
始
ま
り
ま
す
。

　

山
田
範
三
郎
は
岐
阜
県
和
田
村
に
生
ま

れ
、
明
治
18
年
山
田
金
次
郎
の
養
子
と
な

り
、
12
歳
の
時
に
飛
騨
育
児
園
（
岐
阜
県

古
川
町
）
に
入
所
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
育
児
園
は
、
社
会
事
業
家
の
五
十
嵐

喜よ
し
ひ
ろ廣

に
よ
っ
て
明
治
28
年
に
創
設
。
院
長

で
も
あ
っ
た
五
十
嵐
は
、
社
会
福
祉
と
地

域
、
福
祉
施
設
と
地
域
諸
団
体
、
職
員
・

入
居
者
と
地
域
住
民
の
協
力
・
連
携
を
日

常
と
す
る
福
祉
事
業
の
新
し
い
理
念
や
処

遇
の
あ
り
方
な
ど
、
現
代
に
通
ず
る
理
念

と
実
践
の
あ
り
方
を
追
求
し
た
先
駆
者
で

し
た
。

　

ま
た
、
五
十
嵐
は
、
日
本
が
資
本
主
義

国
家
と
し
て
ま
だ
安
定
し
て
い
な
い
時
代

に
、
国
内
８
ヶ
所
、
海
外
５
ヶ
所
に
児
童

養
護
施
設
を
展
開
し
、「
院
児
の
自
立
を

支
え
る
最
適
な
方
法
は
農
業
に
あ
る
。
孤

児
を
な
る
べ
く
孤
児
院
に
入
れ
な
い
、
長

・
文
責　

北
村　

光
明

  

（
十
勝
清
水
郷
土
史
研
究
会
）

清
水
歴
史
探
訪

清
水
歴
史
探
訪

［十
勝
清
水
郷
土
史
研
究
会
］
監
修

［十
勝
清
水
郷
土
史
研
究
会
］
監
修

      

『
ま
ち
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
』

『
ま
ち
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
』

①①
「
教
育
の
先
駆
け
『
北
星
園
』

「
教
育
の
先
駆
け
『
北
星
園
』

    

（前）（前）
」」

【１９】【１９】

期
入
院
生
活
を

送
ら
せ
な
い
。」

と
の
方
針
を
掲

げ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
30
年
に

制
定
さ
れ
た
「
北

海
道
国
有
未
開

地
処
分
法
」
を

知
っ
た
五
十
嵐

は
、「
日
本
育
児

院
」
の
分
院
を
北
海
道
に
つ
く
る
こ
と
を

計
画
。
そ
の
意
を
受
け
、
北
海
道
で
分
院

の
土
地
選
定
に
当
た
っ
た
の
が
、
院
児
で

あ
っ
た
山
田
範
三
郎
で
し
た
。

　

範
三
郎
は
事
務
員
の
鈴
木
幸み

よ
き

と
孤
児
8

名
を
伴
っ
て
、
十
勝
国
人
舞
村
下
佐
幌
に

入
植
。
五
十
嵐
も
来
道
し
、
札
幌
農
学
校

出
身
の
宮
部
金
吾
や
大
島
金
太
郎
ら
7
名

に
、
日
本
育
児
院
人
舞
農
場
の
顧
問
を
依

頼
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
36
年
当
時
、
下
佐
幌
で
は
三
重
県

か
ら
の
自
作
農
の
入
植
が
あ
り
、
8
戸
が

生
活
し
て
い
ま
し
た
。
範
三
郎
た
ち
は
、

先
入
植
者
で
あ
る
山
村
国
太
郎
宅
に
間
借

り
し
な
が
ら
「
お
が
み
小
屋
」（
藁わ

ら

葺ふ

き

の
掘ほ

っ
た
て立

小
屋
）
を
建
て
ま
し
た
。
そ
れ
が

北
星
園
の
始
ま
り
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
後
編
へ
続
く
）

最初に建てられた北星園最初に建てられた北星園

倉　

重　

千　

晶　

 

保
健
師

大
人
も
子
ど
も
も
要
注
意
！

　

「
ス
マ
ホ
老
眼
」

　　
ス
マ
ホ
を
見
た
後
に
遠
く
を
見
る
と
、

視
界
が
ぼ
や
け
た
り
、
若
年
層
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
近
く
の
も
の
に
焦
点

が
合
わ
せ
に
く
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　　
ス
マ
ホ
の
普
及
と
と
も
に
、
目
の
ピ

ン
ト
調
整
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
る
症

状
が
増
え
て
お
り
「
ス
マ
ホ
老
眼
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　　
目
に
は
、
レ
ン
ズ
の
働
き
を
す
る
水

晶
体
と
、
そ
の
厚
み
を
調
整
す
る
毛
様

体
筋
と
い
う
筋
肉
が
あ
り
ま
す
。

　　
遠
く
を
見
る
と
き
は
、
毛
様
体
筋
が

ゆ
る
み
水
晶
体
が
薄
く
な
り
、
近
く
を

見
る
と
き
は
、
毛
様
体
筋
が
緊
張
し
水

晶
体
が
厚
く
な
り
ま
す
。

　　
ス
マ
ホ
は
目
と
の
距
離
が
近
く
、
画

面
が
小
さ
い
の
で
目
を
ほ
と
ん
ど
動
か

さ
な
い
こ
と
か
ら
、
毛
様
体
筋
は
ず
っ

と
緊
張
し
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。

　　
ま
た
、画
面
か
ら
放
出
さ
れ
る
ブ
ル
ー

ラ
イ
ト
と
い
う
と
て
も
強
い
光
が
、
近

い
位
置
か
ら
目
に
入
り
続
け
る
た
め
、

よ
り
目
へ
の
負
担
が
増
し
ま
す
。

　　
こ
の
よ
う
な
状
態
が
長
く
続
く
と
、

毛
様
体
筋
が
凝
り
固
ま
っ
て
ピ
ン
ト
調

整
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
る
の
で
す
。

　　
こ
の
状
態
を
放
っ
て
お
く
と
、
見
え
に

く
い
だ
け
で
は
な
く
、
集
中
力
の
低
下
や

イ
ラ
イ
ラ
を
招
き
、
肩
こ
り
や
頭
痛
、
自

律
神
経
障
害
な
ど
の
全
身
症
状
を
引
き
起

こ
す
こ
と
に
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

【
ス
マ
ホ
老
眼
の
予
防
・
改
善
策
】

①�

ス
マ
ホ
画
面
と
目
の
距
離
を
40
㎝
以
上

離
す
。

②�

画
面
を
10
分
見
る
ご
と
に
１
～
２
秒
間

遠
く
を
眺
め
る
。（
最
低
で
も
１
時
間

に
10
分
休
憩
し
、
目
を
閉
じ
た
り
、
遠

く
を
眺
め
る
）

③�

意
識
的
に
ま
ば
た
き
を
し
て
目
の
乾
燥

を
防
ぐ
。

④�

ホ
ッ
ト
タ
オ
ル
な
ど
で
目
の
周
り
を
温

め
、
血
行
を
促
し
て
目
の
疲
労
回
復
を

図
る
。

⑤�

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
を
カ
ッ
ト
す
る
フ
ィ
ル

ム
を
利
用
す
る
。

⑥
画
面
を
見
る
時
間
を
極
力
減
ら
す
。

　　
今
や
生
活
必
需
品
と
な
り
つ
つ
あ
る
ス

マ
ホ
と
仲
良
く
お
付
き
合
い
を
続
け
る
た

め
に
、
目
の
筋
肉
を
ホ
ッ
と
緩
め
る
習
慣

が
身
に
つ
く
と
い
い
で
す
ね
。

健康
最前線

要
な
生
活
保
障
を
行
う
社
会
福
祉

制
度
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
他
に
、
地
域
事
情
に
合
わ

せ
た
困
り
ご
と
の
解
決
を
目
的
と

し
た
町
独
自
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
も

こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　
４
つ
の「
助
」の
基
礎
は
、「
自
助
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
分
自

身
が
行
き
詰
っ
た
時
に
は
他
か
ら

の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
時
に
は
自
分
も
サ
ポ
ー

ト
す
る
側
に
回
る
と
い
う
よ
う
な

人
同
士
が
支
え
合
う
「
互
助
」
が

大
切
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
住
民
同
士
の
支
え

合
い
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
必

要
に
応
じ
て
自
身
の
「
権
利
」
と

し
て
利
用
で
き
る
「
共
助
」
に
よ

る
対
応
も
必
要
に
な
り
ま
す

　

最
後
に
、
町
で
は
「
公
助
」
に

あ
た
る
町
独
自
の
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
の
で
、「
自

助
」「
互
助
」「
共
助
」「
公
助
」
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
活
用
し
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

の
生
活
に
不
安
な
く
過
ご
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課

　
　
在
宅
支
援
係

　
☎
69-

２
２
２
２



　　令和３年度の清水町文化賞・スポーツ賞（学生部門）令和３年度の清水町文化賞・スポーツ賞（学生部門）
表彰式が３月 21日に開催されました。表彰式が３月 21日に開催されました。
　式典では各種文化・スポーツ事業において優秀な成　式典では各種文化・スポーツ事業において優秀な成
績を収められた児童生徒に対し、山下教育長から賞状績を収められた児童生徒に対し、山下教育長から賞状
と記念品が授与されました。と記念品が授与されました。
　受賞式の出席は個人の他、団体は代表者１名のみと　受賞式の出席は個人の他、団体は代表者１名のみと
し、保護者については文化センターロビーに設置されし、保護者については文化センターロビーに設置され
たモニターで表彰式を視聴してもらうといった新型コたモニターで表彰式を視聴してもらうといった新型コ
ロナウイルス感染症対策が講じられました。ロナウイルス感染症対策が講じられました。
　文化賞では、第 55 回全道高等学校書道展で優秀賞　文化賞では、第 55 回全道高等学校書道展で優秀賞
を受賞した清水高等学校の上谷春日さんをはじめ、14を受賞した清水高等学校の上谷春日さんをはじめ、14
個人３団体（総勢 23名）が受賞されました。個人３団体（総勢 23名）が受賞されました。
　スポーツ賞では、第 77 回国民体育大会アイスホッ　スポーツ賞では、第 77 回国民体育大会アイスホッ
ケー競技会少年男子にアイスホッケー少年男子北海道ケー競技会少年男子にアイスホッケー少年男子北海道
代表のメンバーとして出場し優勝された清水高等学校代表のメンバーとして出場し優勝された清水高等学校
の小野田蓮さんをはじめ 25 個人３団体（総勢 77 名）の小野田蓮さんをはじめ 25 個人３団体（総勢 77 名）
が受賞されました。が受賞されました。
　受賞者を代表し、清水高等学校アイスホッケー部の　受賞者を代表し、清水高等学校アイスホッケー部の
大川皓星さんが「今後も周囲の皆さんへの感謝を忘れ大川皓星さんが「今後も周囲の皆さんへの感謝を忘れ
ず、より一層活躍したいと思います」とお礼の言葉をず、より一層活躍したいと思います」とお礼の言葉を
述べました。述べました。
　文化・スポーツそれぞれの分野において、優秀な成　文化・スポーツそれぞれの分野において、優秀な成
績を収められた皆さんに心からお喜び申し上げますと績を収められた皆さんに心からお喜び申し上げますと
ともに、今後更なる飛躍をご期待いたします。ともに、今後更なる飛躍をご期待いたします。

文化賞・スポーツ賞文化賞・スポーツ賞
（学生部門）の受賞者紹介！（学生部門）の受賞者紹介！

図書館だより
毎月 19 日は読

ど く

(19) 書
し ょ

の日

『母を待つ里』      　　　　　　　浅田次郎著
『鑑定人　氏家京太郎』     　　　 中山七里著
『サンセット・サンライズ』      　　楡周平著
『怪物』     　　　 　　　　　　　東山彰良著
『自分の意見で生きていこう』      ちきりん著
　

『暁の宇品　陸軍船舶司令官た
ちのヒロシマ』

堀川惠子著
　日本の近代戦争で、海上輸送の
要であった広島市宇品（うじな）

の船舶司令部。歴代の司令官が奔走し、作り上
げた船舶輸送体制は、島国として最も重要であ
りながら、次第に軍中枢で軽視されていき…。
　戦時下の輸送を題材とした本ですが、上層部
が現場の声を聞き入れずに体制が崩壊する様
は、現在の組織運営への教訓にもなる一冊です。

新着図書からピックアップ

春～ さわやかな風の中で　元気に力強く

中学校生活への意気込みや思いを込めた
「四文字熟語」

　６年生の卒業記念作品「四文字熟語」。子ども
たちは自分で考え、選んだ「四文字熟語」を大筆
で条幅紙に思いを込めて、一文字一文字を力強く、
そして丁寧に書き上げました。作品が仕上がるま
で、子ども一人ひとりに寄り添い、文字の特徴や
書き方のポイントなどを優
しく指導・アドバイスをい
ただいた書写ボランティア
の皆様に感謝です。
　おかげさまで、子どもた
ちにとって思い出に残る、
個性豊かで、納得のいく素
晴らしい作品になりまし
た。卒業式には体育館や廊
下に掲示され、保護者や在
校生に披露されました。 真剣に字を書き上げる子ども真剣に字を書き上げる子ども

たちの姿はとても立派でしたたちの姿はとても立派でした ロビーで式典を視聴する保護者ロビーで式典を視聴する保護者

文化優秀賞【奨励部門】
受賞者氏名 団体名・学校名 学年 種目

上 谷　春 日 清 水 高 等 学 校 ３年 書道
大  東　　結 帯広大谷高等学校 ２年 絵画

  清 水 高 等 学 校 （ ４ 名 ） 製パン
  清 水 高 等 学 校 （ ３ 名 ） 料理
  清 水 高 等 学 校 （ ２ 名 ） 製菓

学習情報　ゆう・える学習情報　ゆう・える 学習情報　ゆう・える学習情報　ゆう・える 1617

ジュニア文化優秀賞【優秀部門】

受賞者氏名 団体名・学校名 学年 種目
井 上　稀 央 御影中学校 ３年 木工

ジュニア文化優秀賞【奨励部門】

受賞者氏名 団体名・学校名 学年 種目

匂 坂　友 香 清水中学校 ３年 書道
長谷川　慶治 清水中学校 ３年 作文
木 幡　修 也 清水中学校 ２年 書道
番 匠　華 乃 清水小学校 ６年 書道
大 場　虹 碧 清水小学校 ５年 書道
小澤　茉里乃 清水小学校 ５年 書道
篠  原　　匠 清水小学校 ４年 書道

佐藤　璃衣彩 御影小学校 ３年 エレク
トーン

谷  口　　諒 清水小学校 ３年 工作
尾 崎　雪 羽 清水小学校 ２年 書道
崎山　ひなの 清水小学校 １年 書道

スポーツ優秀賞【最優秀部門】
受賞者氏名 団体名・学校名 学年 種目

小野田　　蓮 清 水 高 等 学 校 ３年 アイス
ホッケー

スポーツ優秀賞【優秀部門】
受賞者氏名 団体名・学校名 学年 種目
内 田　勘 太 北海道栄高等学校 ２年 陸上

  清水高等学校アイスホッケー部（29 名） アイス
ホッケー

スポーツ優秀賞【奨励部門】
受賞者氏名 団体名・学校名 学年 種目
及 川　千 暉 白樺学園高等学校 ２年 陸上
吉 田　海 青 白樺学園高等学校 ２年 陸上
吉 田　光 青 白樺学園高等学校 ２年 陸上
三 田　朝 陽 北 海 高 等 学 校 １年 柔道

ジュニアスポーツ優秀賞【優秀部門】
受賞者氏名 団体名・学校名 学年 種目
泉  　弥久雲 清水小学校 ５年 野球
砂 田　小 粋 清水小学校 ３年 野球

ジュニアスポーツ優秀賞【奨励部門】
受賞者氏名 団体名・学校名 学年 種目
泉  谷　　京 清水中学校 ３年 陸上
工 藤　駿 季 清水中学校 ３年 野球
榊　　聖  矢 清水中学校 ３年 野球
鎌  田　　倖 清水中学校 ２年 陸上
佐 藤　煌 晟 清水中学校 ２年 陸上
村 谷　智 花 清水中学校 ２年 アイス

ホッケー

寺 内　姫 夏 御影中学校 １年 アイス
ホッケー

大 城　源 志 清水中学校 １年 柔道
入 澤　和 叶 御影小学校 ６年 空手
桐 木　結 風 清水小学校 ６年 トラン

ポリン

竹 俣　漣 凰 清水小学校 ６年 陸上
安 藤　愛 菜 清水小学校 ５年 陸上
中 村　吏 翔 御影小学校 ５年 野球
大 城　海 志 清水小学校 ４年 柔道
大  谷　　湊 清水小学校 ２年 柔道
門 木　嗣 夢 御影小学校 ２年 スピード

スケート
高  薄　　駿 清水小学校 １年 柔道
清 水 町 剣 道 連 盟 （ ３ 名 ） 剣道
清水御影アイスホッケー少年団（20名） アイス

ホッケー

謝辞を述べる大川皓星さん
謝辞を述べる大川皓星さん

受賞者には賞状とメダルを贈呈受賞者には賞状とメダルを贈呈

４月号４月号

●「ゆう・える」とは 「ゆう」は、友・YOUから人と人の関わりを大切に和を広げていくことと、遊・ 裕から心のゆとり・やすらぎ、豊かな心を身につけようという意味が込められています。
「える」は、ドイツ語の Leben（生涯）、英語の Life  Long  Learning（生涯学習） のそれぞれの頭文字Ｌ（える）と、日本語の「得る」という意味を持っています。
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あ

が

と

き

役場＝清水町役場　　文セ＝文化センター　　御支＝御影支所　　保セ＝保健福祉センター　　図書＝図書館
ハモ＝ハーモニープラザ　　町体＝清水町体育館　　アリ＝アイスアリーナ　　改善＝改善センター
消防＝清水消防署　　し保＝しみず保育所　　御こ＝御影こども園　　幼稚＝幼稚園
清小＝清水小学校　　御小＝御影小学校　　清中＝清水中学校　　御中＝御影中学校

人口  9,085 人人口  9,085 人 （（-39-39））

男  4,481 人（-19）　女 4,604 人（-20）男  4,481 人（-19）　女 4,604 人（-20）
世帯数  4,654（-3）世帯数  4,654（-3）
令和４年３月末現在 （　）は前月比令和４年３月末現在 （　）は前月比

　 

誕 

生

吉
田　
佑う

み海   

ち
や
ん
（
和
矢 

／ 

茜
）

橋
本　
清し

き生   

ち
や
ん
（
耀
介 

／ 

歩
美
）

島
津　

  

颯そ
う    

ち
や
ん
（
秀
児 

／ 

杏
菜
）

千
葉　
柚ゆ

ず
は羽   

ち
や
ん
（
一
彦 

／ 

雪
花
）

德
山　

  

蓮れ
ん    

ち
や
ん
（
裕
貴 

／ 

美
奈
）

　 

哀 

悼

佐 

藤    

進　  

さ
ん　　
鉄
南

金 

德  

忠 

見  

さ
ん　　
北
星

髙 

橋  

秀 

雄  

さ
ん　　
文
京

白 

田    　　    

さ
ん　　
西
清
水

森 

田  

清 

喜  

さ
ん　　
太
平

丸 

山  

純 

希  

さ
ん　　
下
佐
幌
中
央

八 

木  

ス
マ
子 

さ
ん　　
西
清
水

野
々
村  

繁
雄　
さ
ん　　
下
佐
幌
平
和

櫛　
引　
忠　
晃　
さ
ん　　
熊
牛
町
内

成　
田　
孝　
子　
さ
ん　　
黎
明

長
く
続
い
て
く
れ
る
と
い
い
な
と

思
っ
た
。

★
小
学
校
の
伝
統
文
化
体
験
教

室
と
書
道
の
卒
業
制
作
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
様
々
な
学
校
行

事
が
な
く
な
っ
た
中
で
、
経
験

や
思
い
出
が
増
え
て
と
て
も
良

か
っ
た
と
思
う
。

★
ハ
ロ
ー
ベ
イ
ビ
ー
で
お
子
さ
ん

の
紹
介
を
も
っ
と
し
て
ほ
し
い
。

★
フ
ォ
ー
カ
ス
、
英
語
指
導
助

手
の
ア
シ
ュ
リ
ー
さ
ん
が
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
来
日
が
遅
く
な
っ

て
大
変
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
日
本
の
文
化
体
験
で
学
校

の
書
写
授
業
に
参
加
し
て
も
ら

え
た
ら
い
い
な
と
思
っ
た
。

★
そ
ろ
そ
ろ
何
か
新
し
い
連
載
を

始
め
て
は
ど
う
か
。（
例
え
ば
役

場
の
課
の
紹
介
と
か
）

★
自
分
も
そ
う
だ
が
、
高
齢
者

が
増
加
し
て
い
る
現
在
、
横
文
字

に
弱
い
。
広
報
な
ど
の
文
章
に

つ
い
て
は
、
わ
か
り
や
す
い
文

言
で
の
表
現
を
お
願
い
し
た
い
。

★
牛
乳
消
費
拡
大
の
特
集
、
５
月

頃
ま
で
生
乳
廃
棄
の
懸
念
が
あ
る

と
知
り
、
酪
農
の
町
で
あ
る
清
水

町
の
た
め
に
も
、
引
き
続
き
牛
乳

消
費
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

★
生
乳
廃
棄
を
回
避
す
る
た
め
に

も
、
４
月
以
降
も
企
画
や
Ｐ
Ｒ
が

必
要
だ
と
思
っ
た
。

★
給
食
が
な
い
育
ち
盛
り
の
高
校

生
へ
の
牛
乳
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
大
変

素
晴
ら
し
い
取
組
み
。
パ
ン
と
あ

わ
せ
て
の
牛
乳
の
配
付
は
生
徒
さ

ん
に
と
っ
て
も
う
れ
し
い
の
で
は
。

★
特
集
全
体
か
ら
、
酪
農
家
の
皆

さ
ん
へ
の
温
か
い
姿
勢
を
感
じ
た
。

★
酪
農
家
が
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
思

い
を
し
て
い
る
。
今
後
も
町
で
の

牛
乳
や
乳
製
品
の
消
費
拡
大
へ
の

協
力
体
制
が
必
要
だ
と
思
う
。

★
掲
載
さ
れ
て
い
た
牛
乳
レ
シ
ピ

の
料
理
を
つ
く
っ
て
み
た
。
ほ
と

ん
ど
の
食
材
が
、町
内
産・十
勝
産・

北
海
道
産
で
、
子
ど
も
た
ち
に
も

好
評
だ
っ
た
。
今
後
も
牛
と
酪
農

家
さ
ん
に
感
謝
し
な
が
ら
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
。

★
こ
れ
か
ら
も
牛
乳
へ
の
関
心
が

広
報
モ
ニ
タ
ー

広
報
モ
ニ
タ
ー

　 

結 

婚

戸 

田 

英 

伯 

さ
ん
♡
島 

田 

美 

雪 

さ
ん

岩 

野 

晃 

基 

さ
ん
♡
工
藤 

ひ
か
り 

さ
ん

 

短 

歌

ロ
シ
ア
に
よ
り
子
等
も
住
ひ
も
仕
事
場
も

  

胸
に
打
た
れ
し
外と

つ
く
に国

思
ふ　

 　

 　
　

  

坂
下
洋
子

節
分
を
過
ぎ
れ
ば
春
は
そ
こ
ま
で
と

  

待
つ
も
も
ど
か
し
暖
か
き
風　

 　
　
　

 

村
谷
三
恵

読
み
書
き
は
脳
の
刺
激
に
一
番
と

  

己
に
鞭む

ち

う
ち
短
歌
を
つ
む
ぐ　
　

 　
　

 

森
山
ヤ
ヨ
イ

コ
ロ
ナ
禍
の
五
輪
メ
ダ
ル
は
最
多
な
り　

　

髙
木
選
手
に
十
勝
は
歓
喜　

     　

 

藤
原
静
子

オ
リ
オ
ン
は
南
の
空
に
瞬
い
て

　

勇
士
の
姿
仰
ぐ
如
月 　

 　
　
　
　
　

 

大
石  

尚

子
や
曽
孫
と
北
に
居
着
き
て
七
十
年

   

運さ

だ

め命
の
中
の
悦
び
を
知
る 　
　
　

   　

宗
像
三
郎

君
子
蘭
部
屋
を
移
せ
ば
す
く
す
く
と　

　

蕾
ふ
っ
く
ら
開
花
待
つ
日
々  　
　
　

 

田
村
徳
子

朝
々
に
「
正し

ょ
う
し
ん
げ

信
偈
」
唱う

た

え
ば
灯

と
も
し
びの

ゆ
れ
て　

　

声
な
き
こ
え
を
聴
き
つ
つ　
　
　
　
　
　

橋
本
佳
代
子

ち
ょ
う
み
ん
作
品
館

短
歌
の
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

【
玲
瓏
短
歌
会
】

　
３
月
15
日
に
、
清
水
高
校
生
が

「
清
水
町
を
サ
ン
ド
す
る
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
創
作
パ
ン
を
役
場
庁
舎

で
80
個
販
売
。

　

食
品
分
野
２
年
生
の
学
習
の
一

環
と
し
て
、
役
場
で
の
販
売
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

　

今
年
度
も
パ
ン
甲
子
園
優
秀
賞

を
獲
得
し
た
腕
前
は
、
さ
す
が
に

素
晴
ら
し
い
！

　

小
麦
粉
「
は
る
き
ら
り
」
ま
で

清
水
町
産
に
こ
だ
わ
っ
た
サ
ン
ド
。

桃
花
豚
（
青
木
ピ
ッ
グ
フ
ァ
ー
ム
）

と
十
勝
若
牛
の
２
種
類
。
そ
し
て
パ

ン
生
地
に
あ
す
な
ろ
フ
ァ
ー
ミ
ン
グ

の
バ
タ
ー
ミ
ル
ク
を
使
い
、
味
を
引

き
立
た
せ
て
お
り
、実
に
美
味
し
い
。

　

清
水
高
校
生
の
皆
さ
ん
、
い
つ

も
元
気
を
あ
り
が
と
う
！

町  

長  

の  

日  

記

■
こ
の
た
び
異
動
で
広
報
係

を
離
れ
る
こ
と
に
。
一
番
の

思
い
出
は
道
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
の
「
特
選
」
受
賞
。
紙

面
づ
く
り
へ
の
自
信
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。
３
年
間
、

取
材
等
で
皆
様
に
は
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も

「
広
報
し
み
ず
」
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！　

 （
下
保
）

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、行事が中止・延期になる可能性がありますので、ご了承願います。

■
令
和
４
年
度
も
異
動
は
な

く
、
広
報
広
聴
係
と
し
て
皆

様
に
広
報
紙
を
お
届
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
し

い
年
度
が
始
ま
る
と
い
う
こ

と
で
、
自
分
の
中
で
は
不
安

し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
と

か
今
年
度
も
頑
張
っ
て
広
報

紙
作
成
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！　
（
中
澤
）

4/16 土
■出張おはなし会 

 （老人福祉センター 13 時 30 分）

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木
■運転免許更新時講習
　（文セ優良 13 時 30 分、 一般 14 時 30 分、
 　違反 16 時）

22 金

23 土 ■おはなし会  （図書 11 時 30 分）

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木

29 金
町体育館前ＰＧ場・御影ＰＧ場・清水公園ＰＧ場・
下佐幌運動公園ＰＧ場　オープン予定

30 土

5/1 日
■エントランスホール展 「清水町たまちゃんのパパ写
真展　夢のまた夢」 ～ 30 日まで （図書 10 時）

2 月

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土 ■岸田典大絵本パフォーマンス （図書 13時30分）

8 日

9 月 ■町民と町長のふれあいトーク （役場 9 時）

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日

1818ShimizuShimizu  APRIL　20212021

清水産小麦粉とバターミルク（あすなろファーミン清水産小麦粉とバターミルク（あすなろファーミン
グ）を使用した食パンに、十勝若牛（JA十勝清水町）グ）を使用した食パンに、十勝若牛（JA十勝清水町）
及び桃花豚（青木ピッグファーム）をそれぞれ味付及び桃花豚（青木ピッグファーム）をそれぞれ味付
けしてサンドした２種類のパンを販売。けしてサンドした２種類のパンを販売。

　
広
報
し
み
ず
３
月
号
の
「
清
水
消

防
署
の
各
出
動
統
計
」７
ペ
ー
ジ
中
、

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
誤
）
火
災
出
動
件
数　
12
件

（
正
）
火
災
出
動
件
数　
18
件

【
訂
正
と
お
詫
び
】

■
４
月
よ
り
新
た
に
広
報
広

聴
係
に
配
属
と
な
り
ま
し
た

谷
口
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
紙
面

づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
取

材
な
ど
で
皆
さ
ん
の
お
世
話

に
な
る
機
会
が
多
々
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
際
は
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　
　
　
　

 （
谷
口
）
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３
月
３
日
、
帯
広
地
方
法
人
会
清

水
地
区
会
（
谷
口
弘
幸
会
長
）
が
、

児
童
に
税
金
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
税
の
冊
子
を
は
じ
め
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
鉛
筆
・
シ
ャ
ー
プ

ペ
ン
等
の
租
税
教
育
資
材
を
、
清
水
・

御
影
小
学
校
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
税
教
育
を
普
及
す
る
団
体

で
、
谷
口
会
長
は
「
児
童
向
け
に
税

に
つ
い
て
や
さ
し
く
解
説
し
た
マ
ン

ガ
冊
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
ご
家
族
で
見
て
い
た
だ
い
て
税

金
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
た

ら
う
れ
し
い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

【まちのできごと】【まちのできごと】
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３
月
４
日
、
札
幌
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

グ
ル
ー
プ
で
Ｎ
Ｐ
О
法
人
の
「
奏そ

ら楽
」

が
、
町
内
の
小
・
中
・
高
校
の
校
歌

の
演
奏
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
セ
ッ
ト
合
計
２
３
８
７
組
を
町
内

の
全
児
童
生
徒
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
奏
楽
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
校
歌
を

歌
う
機
会
が
減
っ
た
道
内
の
子
ど
も

た
ち
へ
校
歌
を
録
画
・
録
音
し
て
寄

贈
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
訪
れ
た
オ
ー
ボ
エ
奏
者
の
岩
崎
弘

昌
さ
ん
は
「
校
歌
を
聴
い
て
そ
の
良

さ
を
心
に
留
め
て
ほ
し
い
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
３
月
16
日
、
渋
沢
栄
一
翁
生
誕
の

地
で
あ
る
埼
玉
県
深
谷
市
の
八
基
小

学
校
の
児
童
と
、
清
水
小
学
校
の
児

童
が
リ
モ
ー
ト
で
交
流
し
ま
し
た
。

　
交
流
時
間
は
20
分
程
度
で
し
た
が
、

「
深
谷
市
の
名
物
は
？
」「
学
校
で
流

行
っ
て
い
る
こ
と
は
？
」
な
ど
の
質

問
を
し
合
い
、
お
互
い
の
学
校
や
地

域
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
交
流
に
参
加
し
た
清
水
小
学
校
児

童
会
長
の
高
薄
杏
さ
ん
は
「
最
初
は

少
し
緊
張
し
た
が
、
話
し
て
い
く
う

ち
に
楽
し
く
な
っ
た
。
ま
た
交
流
が

で
き
た
ら
い
い
な
。」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
３
月
23
日
、
清
水
幼
稚
園
で
こ
ぐ
ま

ク
ラ
ブ
の
修
了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
園
児
の
お
母
さ
ん
た

ち
が
中
心
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
に
対

し
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
啓
蒙
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
式
で
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
手
づ
く
り

の
『
影
絵
』
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
同

ク
ラ
ブ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
ぐ

ま
の
「
コ
ロ
た
ん
」
を
出
演
さ
せ
、
交

通
ル
ー
ル
順
守
の
大
切
さ
を
わ
か
り

や
す
く
表
現
。
園
児
た
ち
は
真
剣
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
４
月
か

ら
小
学
生
に
な
る
園
児
た
ち
に
修
了
証

と
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

校
歌
を
演
奏
し
Ｃ
Ｄ
に

児
童
・
生
徒
へ
寄
贈

税
金
の
役
割
を

租
税
教
育
資
材
で
啓
発

渋
沢
栄
一
翁
が
縁
で

深
谷
市
の
小
学
校
と
交
流

小
学
生
に
な
っ
て
も

交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
ね

清清水小学校が清水国民小学（台湾の台中市清水小学校が清水国民小学（台湾の台中市清
水区）と姉妹校締結を目指して交流を深める水区）と姉妹校締結を目指して交流を深める
覚書を交わしました。覚書を交わしました。

町商工会女性部及び青年部から新入学児童に町商工会女性部及び青年部から新入学児童に
自由帳・鉛筆等の文具や交通安全のキーホル自由帳・鉛筆等の文具や交通安全のキーホル
ダーをプレゼントいただきました。ダーをプレゼントいただきました。

ファミリーファションありさわから、しみずファミリーファションありさわから、しみず
保育所・御影こども園・清水幼稚園にマスク保育所・御影こども園・清水幼稚園にマスク
約200枚を寄贈いただきました。約200枚を寄贈いただきました。

清水高校２年生（生産技術系列産業分野）清水高校２年生（生産技術系列産業分野）
から卒園式のお祝いに、ひまわりとペチュから卒園式のお祝いに、ひまわりとペチュ
ニアを清水幼稚園に寄贈いただきました。ニアを清水幼稚園に寄贈いただきました。

３/９

３/１０

　　清水町生活安全推進委員会では、交通安全の清水町生活安全推進委員会では、交通安全の
啓発のために、「お先にどうぞ！」と「赤ちゃん啓発のために、「お先にどうぞ！」と「赤ちゃん
が乗っています」のステッカー（マグネット）が乗っています」のステッカー（マグネット）
を作製しました。希望される方に無料で配付しを作製しました。希望される方に無料で配付し
ていますので、ぜひお問い合わせください！ていますので、ぜひお問い合わせください！
■配布先　・町民生活課住民活動係（役場１階）■配布先　・町民生活課住民活動係（役場１階）
　　　　　・御影支所　　　　　・御影支所
【お問い合わせ先】【お問い合わせ先】
町民生活課住民活動係（町民生活課住民活動係（☎☎ 62-1151）62-1151）

安全運転のためにいかがですか？安全運転のためにいかがですか？

かわいい
イラスト！

　　シニアの皆さんと子育て家庭用に　　シニアの皆さんと子育て家庭用に
　車に貼るステッカーを配付しています！　車に貼るステッカーを配付しています！

長年にわたり消防活動を通して地域防災の長年にわたり消防活動を通して地域防災の
発展に寄与した、長谷川正一さんが瑞宝単発展に寄与した、長谷川正一さんが瑞宝単
光章（消防功労）を受章されました光章（消防功労）を受章されました。。

３/２５

３/２３

３/９

台北駐日経済文化台北駐日経済文化
代表処代表処札幌分処　札幌分処　
　粘信士処長　粘信士処長

清水小学校清水小学校
 下坂校長 下坂校長
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８
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５
８
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４
８
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念
で
き
る
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
期

念
で
き
る
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
期

待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

西西
垣
さ
ん
の
得
意
と
す
る
ポ
ジ
シ

垣
さ
ん
の
得
意
と
す
る
ポ
ジ
シ

ョ
ン
は
フ
ォ
ワ
ー
ド
。
周
囲
か

ョ
ン
は
フ
ォ
ワ
ー
ド
。
周
囲
か

ら
も
ら
も
『『
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
と
の
駆
け
引
き

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
と
の
駆
け
引
き

に
優
れ
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
取
り
と
裏
へ
の

に
優
れ
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
取
り
と
裏
へ
の

抜
け
出
し
が
優
れ
た
選
手
』
と
高
い
評

抜
け
出
し
が
優
れ
た
選
手
』
と
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。
西
垣
さ
ん
は
「
自

価
を
得
て
い
ま
す
。
西
垣
さ
ん
は
「
自

分
の
持
ち
味
を
活
か
し
、
さ
ら
に
点
を

分
の
持
ち
味
を
活
か
し
、
さ
ら
に
点
を

取
る
決
定
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思

取
る
決
定
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思

「
得
点
王
を
目
指
す
気
持
ち
で

「
得
点
王
を
目
指
す
気
持
ち
で

　
　
　
　

　
　
　
　  

精
一
杯
頑
張
り
た
い
」

精
一
杯
頑
張
り
た
い
」

一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」

一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

最最
後
に
将
来
の
夢
に
つ
い
て
尋

後
に
将
来
の
夢
に
つ
い
て
尋

ね
る
と
、「
Ｊ
リ
ー
グ
で
活

ね
る
と
、「
Ｊ
リ
ー
グ
で
活

躍
で
き
る
選
手
に
な
っ
て
、
い
つ
か

躍
で
き
る
選
手
に
な
っ
て
、
い
つ
か

海
外
で
プ
レ
ー
す
る
の
が
夢
。
今
回

海
外
で
プ
レ
ー
す
る
の
が
夢
。
今
回

の
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
へ
の
入
団
は
そ
の

の
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
へ
の
入
団
は
そ
の

第
一
歩
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
真

第
一
歩
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
真

っ
直
ぐ
な
ま
な
ざ
し
で
話
さ
れ
、
強

っ
直
ぐ
な
ま
な
ざ
し
で
話
さ
れ
、
強

い
意
志
を
感
じ
ま
し
た
。

い
意
志
を
感
じ
ま
し
た
。

ここ
れ
か
ら
新
た
な
決
意
を
胸
に
、

れ
か
ら
新
た
な
決
意
を
胸
に
、

ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田

ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田  

ＵＵア
ン
ダ
ー

ア
ン
ダ
ー--

1818

で
プ
レ
ー
す
る
西
垣
さ
ん
の
今
後
の

で
プ
レ
ー
す
る
西
垣
さ
ん
の
今
後
の

活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

相手チームのディフェンスをかわし華麗なボー相手チームのディフェンスをかわし華麗なボー
ルさばきをみせる西垣さんルさばきをみせる西垣さん。。

（写真：全道Ｕ-15フットサル十勝予選会）（写真：全道Ｕ-15フットサル十勝予選会）

い
ま
す
。」
と
今
後
の
自
分
自
身
へ

い
ま
す
。」
と
今
後
の
自
分
自
身
へ

の
課
題
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

の
課
題
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ササ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
き
っ
か
け

ッ
カ
ー
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
今
年
大
学
生
に
な
る
お
兄

は
今
年
大
学
生
に
な
る
お
兄

さ
ん
の
影
響
と
い
う
西
垣
さ
ん
。
さ

さ
ん
の
影
響
と
い
う
西
垣
さ
ん
。
さ

ら
に
妹
・
弟
さ
ん
は
札
幌
市
に
居
住

ら
に
妹
・
弟
さ
ん
は
札
幌
市
に
居
住

し
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
ユ
ー
ス

し
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
ユ
ー
ス

チ
ー
ム
に
所
属
す
る
な
ど
、
兄
弟
そ

チ
ー
ム
に
所
属
す
る
な
ど
、
兄
弟
そ

ろ
っ
て
サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込

ろ
っ
て
サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込

ん
で
い
る
そ
う
で
、『
離
れ
て

ん
で
い
る
そ
う
で
、『
離
れ
て

い
て
も
家
族
は
サ
ッ
カ
ー
で

い
て
も
家
族
は
サ
ッ
カ
ー
で

つ
な
が
っ
て
い
る
』、
西
垣
さ

つ
な
が
っ
て
い
る
』、
西
垣
さ

ん
か
ら
そ
ん
な
気
持
ち
が
伝

ん
か
ら
そ
ん
な
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

春春
か
ら
故
郷
で
あ
る
清
水

か
ら
故
郷
で
あ
る
清
水

町
を
離
れ
る
こ
と
に
対

町
を
離
れ
る
こ
と
に
対

し
て
の
思
い
を
伺
う
と
、「
も

し
て
の
思
い
を
伺
う
と
、「
も

ち
ろ
ん
寂
し
い
気
持
ち
は
あ

ち
ろ
ん
寂
し
い
気
持
ち
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
サ

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
サ

ッ
カ
ー
で
結
果
を
出
し
て
、
自
分
を

ッ
カ
ー
で
結
果
を
出
し
て
、
自
分
を

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
家
族
や
周
囲

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
家
族
や
周
囲

の
皆
さ
ん
に
恩
返
し
が
し
た
い
と
思

の
皆
さ
ん
に
恩
返
し
が
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
秋
田
の
チ
ー
ム
で
は
、

っ
て
い
ま
す
。
秋
田
の
チ
ー
ム
で
は
、

１
年
生
の
う
ち
に
Ａ
チ
ー
ム
に
上
が

１
年
生
の
う
ち
に
Ａ
チ
ー
ム
に
上
が

り
、
得
点
王
を
目
指
す
気
持
ち
で
精

り
、
得
点
王
を
目
指
す
気
持
ち
で
精

今今
年
３
月
に
御
影
中
学
校
を
卒

年
３
月
に
御
影
中
学
校
を
卒

業
し
た
西
垣
さ
ん
。
中
学
校

業
し
た
西
垣
さ
ん
。
中
学
校

１
年
生
か
ら
サ
ッ
カ
ー
の
プ
ロ
グ
レ

１
年
生
か
ら
サ
ッ
カ
ー
の
プ
ロ
グ
レ

ッ
ソ
十
勝
Ｆ
Ｃ
（
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

ッ
ソ
十
勝
Ｆ
Ｃ
（
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
）

ラ
ブ
）  

ＵＵア
ン
ダ
ー

ア
ン
ダ
ー--

1515
の
チ
ー
ム
に

の
チ
ー
ム
に

所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
、

所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
、

ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
（
本
拠

ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
（
本
拠

地地  

秋
田
県
秋
田
市
）

秋
田
県
秋
田
市
）
ＵＵ

ア
ン
ダ
ー

ア
ン
ダ
ー--

1818

の
練
習
会
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、

の
練
習
会
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、

プ
レ
ー
を
高
く
評
価
さ
れ
、
同

プ
レ
ー
を
高
く
評
価
さ
れ
、
同

ユ
ー
ス
チ
ー
ム
の
入
団
合
格
へ

ユ
ー
ス
チ
ー
ム
の
入
団
合
格
へ

の
切
符
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

の
切
符
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
、
秋
田
市
内
の
高

４
月
か
ら
は
、
秋
田
市
内
の
高

校
に
通
い
な
が
ら
同
ユ
ー
ス
チ

校
に
通
い
な
が
ら
同
ユ
ー
ス
チ

ー
ム
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
に
な

ー
ム
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

り
ま
す
。

ここ
の
た
び
の
入
団
に
つ
い
て
「
プ

の
た
び
の
入
団
に
つ
い
て
「
プ

ロ
の
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
へ
の
入

ロ
の
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
へ
の
入

団
を
目
標
に
し
て
き
た
の
で
う
れ
し
い
。

団
を
目
標
に
し
て
き
た
の
で
う
れ
し
い
。

高
校
も
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が

高
校
も
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が

あ
る
学
校
な
の
で
、

あ
る
学
校
な
の
で
、
サ
ッ
カ
ー
に
専

サ
ッ
カ
ー
に
専

春
か
ら
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
の
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
に
入
団

春
か
ら
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
の
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
に
入
団

No.273

フォーカスフォーカス  
この人をこの人を  

西西
に し が きに し が き

垣垣  紅紅
べ に とべ に と

音音さんさん  


